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【発表概要】 

近年、太陽光発電が急速に増加している。その影響として、火力発電所の制御幅が小さく
なっており、電力品質の確保が難しくなっている。そのため、デマンドレスポンスの重要性
が高まっている。蓄電池や太陽光発電などを組み合わせて電力システムを構成しているクリ
ニックでは、デマンドレスポンスの 1つであるピークカット運用を行うことができる。ピー
クカット運用を行うためには、電力需要の予測が必要である。これまでのニューラルネット
ワークを用いた電力需要予測では、翌日や数時間後の電力需要を対象としている。一方で、
クリニックでは、電力システムを効率良
く運転するために、2 日後や 7 日後の

電力需要を把握したい場合がある。そこ
で、本研究では、クリニックの電力需要
予測手法について、検討を行う。電力需
要の自己相関性の検討を行った結果、予
測日の電力需要と 2 日前の電力需要お
よび予測日の電力需要と 7 日前の電力
需要には高い自己相関性があることが
分かった。予測モデルにより予測した結
果、RMSE と MAE の比の平均値は、2

日前は 1.284、7日前が 1.268となった。
これらの値は、予測誤差の分布が正規分
布である場合のRMSEとMAEの比の値

1.253 に近い値が得られており、良好な
予測モデルとなっている。 
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